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 Clinicopathological significance and impact on outcomes of the gene 
expression levels of IGF-1, IGF-2 and IGF-1R, IGFBP-3 in patients with 
colorectal cancer: Overexpression of the IGFBP-3 gene is a useful predictor of 
outcomes in patients with colorectal cancer. 
 




Insulin-like growth factors (IGFs)の活性の関与が報告されている．IGF ファミリー
は，リガンドである IGF-1, IGF-2やその受容体である IGF-1Rおよび IGF-2R，調節因













































































される経路では EGFR にリガンドの結合なく EGFR のリン酸化が起こるとされているた
















































































10 の 8 乗倍（×10８）した数値で示しておりますので）あまり高くありませんが，液体クロ
マトグラフィーを用いた質量分析装置による Multiple Reaction Monitoring解析等に
よるターゲットプロテーム解析などを用いることで，liquid biopsy による検討ができる可
能性があるかと考えました． 
 
 
上記の質疑応答に加え，今後の研究発展に向けての議論がなされ，その内容も含め
て審査員からの質問においても的確な返答が得られた． 
発表ならびに質疑応答の後、主査および二人の副査が議論した結果、本研究成果は
今後のがん診療において重要であり，貢献するものと考えられ，本研究は博士（医学）
の学位を授与するに値すると総合的に判断された． 
 
